
 

試験開始の指示があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません 

令和６年度佐賀県クリーニング師試験問題 

１ 衛生法規に関する知識 
 

【注 意 事 項】 

 
１ 解答用紙に、「受験番号」と「氏名」を忘れずに記入してください。 
 
２ 机の上には受験票と筆記用具のみを置いてください。 
 
３ 携帯電話は、必ず電源を切るかマナーモードにし、机の上には置かないで

ください。 
 
４ 解答は、答案用紙にＨＢ又はＢの鉛筆（ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ）で記入してください。 

 
５ １つの問題には、複数の選択肢があります。１つを選び解答してください。 
 
６ 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ

等に気づいた場合は、手を挙げて監督者に知らせてください。 
 
７ 試験中にトイレ、体の不調、筆記用具の落下など試験担当者に用事がある

場合は、手を挙げて監督者に知らせてください。 
 
８ 試験問題については、各自持ち帰ってください。 
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試 験 問 題 

 

【衛生法規に関する知識】 

 

問１ クリーニング業法の目的と定義に関する次の記述で、ア～オに当てはまる語句

として、正しいものを①～③の番号から選び、解答欄に記入しなさい。 

 

この法律は、クリーニング業に対して、（ ア ）等の見地から必要な指導及び

取締りを行い、もってその経営を（ イ ）に適合させるとともに利用者の利益

の擁護を図ることを目的とする。 

この法律で「クリーニング業」とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類その他の

（ ウ ）又は（ エ ）を原型のまま洗たくすることを営業とすることをいい、

「クリーニング所」とは、洗たく物の処理又は（ オ ）及び引渡しのための営

業者の施設をいう。  

 

ア  ①環境衛生        ②生活衛生      ③公衆衛生 

イ  ①公共の福祉   ②全体の利益     ③個人の権利 

ウ  ①化学製品    ②鉱物製品      ③繊維製品 

エ  ①木工製品    ②皮革製品      ③金属製品 

オ  ①受取      ②買取        ③借入 

 

 

問２ クリーニング業法を含む衛生法規に関する次の記述のうち、正しいものには○

印を、誤っているものには×印を解答欄に記入しなさい。 

 

（１）環境衛生監視員は、クリーニング所への立入検査の権限を有する。 

 

（２）クリーニング業法に規定する「クリーニング業」にコインランドリー営業は含

まれない。 

 

（３）水質汚濁防止法の規定において、クリーニング所に設置される乾燥設備は特定

施設に該当する。 

 

（４）一般クリーニング所は、水質汚濁防止法に基づく届出が必要となり、排水基準

の遵守、測定と記録、事故時における届出の義務がある。 
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（５）クリーニング所における苦情の申立先に関する明示すべき事項として、クリー

ニング所の名称、所在地、クリーニング師の氏名が該当する。 

 

 

問３ クリーニング師について、次の文章の（   ）にあてはまる正しい語句を下

記の語群から選び、そのアルファベットを解答欄に記入しなさい。 

 

 １．クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した後（ ① ）

以内にクリーニング業法の規定による研修を受け、その後（ ② ）を超えな

い期間ごとに研修を受けなければならない。 

 ２．クリーニング師は、その本籍又は氏名を変更したときは、（ ③ ）以内に免許

を与えた都道府県知事に免許証の訂正の申請をしなければならない。 

 ３．クリーニング師が死亡又は失そう宣告を受けたときは、戸籍法に規定する届出

義務者は、（ ④ ）以内に免許を与えた都道府県に対し免許証を返納しなけれ

ばならない。 

 ４．クリーニング師は免許証の再交付申請後、失った免許証を発見したときは、

（ ⑤ ）以内に免許を与えた都道府県に提出しなければならない。 

 

【語群】 

Ａ ３日  Ｂ ５日  Ｃ １０日  Ｄ １５日  Ｅ １月 

Ｆ ２月  Ｇ 半年  Ｈ １年   Ｉ ２年   Ｊ ３年 

 

 

問４ テトラクロロエチレンを使用しているクリーニング業に関する以下の記述のう

ち、正しいものには○印を、誤っているものには×印を解答欄に記入しなさい。 

 

（１） テトラクロロエチレンは、特定化学物質障害予防規則により特別有機溶剤と

して規制されている。 

 

（２） テトラクロロエチレンは、発がんの恐れがあることを踏まえ、作業記録を作

成し、その記録を半年間保存しなければならない。 
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（３） テトラクロロエチレンを使用したドライクリーニング機を取り扱う従事者に

特殊健康診断を実施し、その結果等の記録を３０年間保存しなければならな

い。 

 

（４）施設の営業期間中は、毎年、土壌汚染の調査を行い、その結果を都道府県知事

に報告しなければならない。 

 

（５） テトラクロロエチレンが人体に及ぼす作用として、神経系、呼吸器、肝臓の

障害、眠気やめまいのおそれがある。 
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解 答 用 紙 
 

【衛生法規に関する知識】 

 
受験番号 氏  名 

  

 

 

問１（各５点×５＝２５点） 

ア イ ウ エ オ 

③ ①  ③ ② ① 

 

問２（各５点×５＝２５点） 

（１） （２） （３） （４） （５） 

○ ○ × ○ × 

 

問３（各５点×５＝２５点） 

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｈ Ｊ Ｃ Ｅ Ｂ 

 

問４（各５点×５＝２５点） 

（１） （２） （３） （４） （５） 

○ × ○ × ○ 

 


